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Therapeutic advances in gastroenterology accept済み 
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なっている。ERCP 施行時における DEX と midazolam の併用は有用であり、
midazolam単剤と比較して良好な鎮静効果が得られたと報告されている。しかし、BZD
系薬剤による脱抑制例に対する DEXと BZD系薬剤の併用効果は明らかでない。 







2018年 2月から 2019年 8月まで札幌医科大学附属病院腫瘍内科にて EUS、ERCPを
施行された患者が解析対象である。初回の内視鏡検査時に BZD 系薬剤による脱抑制を






BZD 群は内視鏡挿入前に BZD 系薬剤（diazepam もしくは midazolam）と鎮痛剤
（meperidine）を投与した。DEX 群は初期負荷として 6μg/kg/時を 10 分間投与、維
持量は 0.4μg/kg/時とし、内視鏡挿入前に diazepam と meperidine を投与した。両群
共に鎮静が浅くなった場合は diazepam もしくは midazolam を追加し、疼痛が出現し
た場合はmeperidineを追加した。 
3) 検査施行中の鎮静レベルの検討 
 鎮静レベルの評価は Ramsay sedation scale（RSS）、体動スコア、鎮静剤追加回数





また、2 群間の血圧低下（収縮期血圧 90mmHg 未満）、徐脈（50/分未満）、呼吸抑制
（SpO2 90%未満）の割合も比較検討した。 
5) 統計学的検討 
 統計学的有意差検定は Chi-squared test, Fisher’s exact, McNemar ’s test, Wilcoxon 





数は 22例(男性 17例、女性 5例)、年齢中央値は 71歳（21-86）であった。常習飲酒家
は 8 例（36.4%）、睡眠導入剤常習者は 3 例（13.6%）であった。原疾患の内訳は胆道
癌 9例（40.9%）、胆管結石 4例（18.2%）、膵癌 2例（9.1%）、良性胆管狭窄 2例（9.1%）、
乳頭部腫瘍 2例（9.1%）、慢性膵炎 1例（4.5%）、膵管内乳頭粘液性腫瘍 1例（4.5%）、
肝細胞癌 1例（4.5%）であった。初回検査は ERCP 16例、EUS 6例、2回目の検査は
全例 ERCPであった。 
2) DEX群において、処置完遂割合は有意に増加した 
 処置内容は胆道ドレナージ（DEX群 15例、BZD群 13例）、管腔内超音波検査（DEX
群 3例、BZD群 5例）、透視下生検（DEX群 10例、BZD群 4例）、結石排石術（DEX
群 3例、BZD群 0例）、経口胆道鏡（DEX群 10例、BZD群 0例）であった。DEX群
において、透視下生検（p < 0.05）、経口胆道鏡（p < 0.001）の施行割合は有意に増加
していた。検査時間は DEX群 51±29分、BZD群 47±22分と、有意差を認めなかった
（P = 0.58）。処置完遂割合は DEX群 95.5%、BZD群 63.6％と DEX群で有意に増加
した（p < 0.05）。 
3) DEXの併用により、良好な鎮静効果が得られた 
 鎮静効果は RSS、体動スコア、鎮静剤追加回数について評価した。RSS は DEX 群
5.1±0.5、BZD 群 4.0±0.5 と、DEX 群で有意に増加した（p < 0.001）。体動スコアは
DEX群 1.7±0.8、BZD群 3.2±0.7と、DEX群で有意に低下した（p < 0.001）。鎮静剤




 検査中の収縮期血圧の最低値は DEX群 103±22mmHg、BZD群 101±18mmHgと、
両群とも鎮静前と比較し有意に低下した（p < 0.001、p < 0.001）。心拍数の最低値は
DEX群 56±11回、BZD群 73±17回と、両群とも鎮静前と比較し有意に低下した（p < 
0.05、p < 0.01）。SpO2の最低値は DEX群 96±4%、BZD群 93±4%と、両群とも鎮静
前と比較し有意に低下した（p < 0.001、p < 0.001）。血圧低下は DEX群 2例（9.1%）、
BZD 群 1 例（4.5%）に認めたが、両群に有意差を認めなかった（p = 1.00）。徐脈は
DEX 群 6 例（27.3%）、BZD 群 2 例（9.1%）に認めたが、両群に有意差を認めなかっ
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結果の要旨 
 
本研究では、胆膵内視鏡施行時の脱抑制例に対する DEX 併用の有用性を検討した。DEX
の併用により体動が減少し、質のいい鎮静をもたらすことが分かった。その結果、処置完
遂割合が増加した。呼吸・循環動態の変化は DEX併用の有無で差はなく、安全性に関して
も問題ないと考える。 
本研究は内視鏡鎮静時の脱抑制という問題点に対し、DEXの併用が新たな鎮静手段となる
可能性を示唆するものであり、学位論文として医学博士授与に値するものと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
